
における 育 ンの 実態に関する研究

に る ス の 用 に 目

Study on the Management of Child Care Salon in Mie Prefecture

-By Focusing on the " Management by Private " and ” Use of Existing Building Stock ."-

１．研究の

１ 研究の背景と目的

　近年、 家 の 行に う家 形態の 、 市

の における家庭と地域とのつながりの 等

により、以 よりも子育て中の が の に会う機会

が している。そのため、子育て中の の子育ての

や が 大し、子育て家庭の 立 が社会

的な となっている。このような子育ての状況を

開するために子育て ンが 地域に されている

が、その活 実態はあまり明 にされていない。

　一方、近年の 社会を にして、空き家

は年 にあり、空き家 は に解 す

き地域 の一つである。空き家の中でも活用できる

ものについては、地域資源として捉えることができ、

地域住 のための ンとして活用されている が

みられつつある。また、近年では 共 ー スを行

だけではなく ランテ などの 間が う

に している。

　以上の 識から、本研究では における子

育て ンの 営実態を明らかにした上で、「 間

営」と「 ス の活用」という２つの

から子育て ンを活用する可能性や を導き

すことを目的とする。研究 を とした理由は、

１）空き家 が 以 で最も高いこと（ ）（１）、

２） 活 が んであること（住 1 あたりの

2 3 体、 1 ）（２）、である。

育 ンに

　子育て ンとは 児の子育てを行う の

を行い、子育て家庭の 立 を解 するための施

である（ ）。子育て ンの管理 営主体は子育ての

者、子育て 等の 間 体等、 ラ

ンテ 、市や地 社 等である。

研究との関

　子育て ンに関する 研究を ると、 地域

に子育て ンの実態を明らかにしている論文がいく

つかみられる。 え 、 ら は 市にお

　 This paper aims to clarify the potential and problems to take advantage of the child care 
salon from the two perspectives of " private operator " and " use of existing building stock ."
 Findings are as follows: 1) Most of child care salon by the private operator are managed 
by citizen activity organization, and held in community center, 2) The disadvantage of the child 
care salon utilizing vacant buildings is necessity of  money and manpower to repair ,  2) The 
advantage of them is that at-home activities is a point easy to do with a small number of people.
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ける地 社 によって 営されている子育て ンを

として、開 度や開 地域を している。ま

た、 ら ）は、 岡 市の子育て ンを

として、子育て ンの活 場 に着目して、学

校 や 、コ テ ン ーの を取

り上げ、利用方 や イプの 性を している。　

　本研究では 内の 間 営による子育て ン

を として、 間 営と ス の活用の

から子育て ンの 営実態を明らかにする に

自性がある。

研究の

　 内の子育て ンの 営主体は大きく 間と

共の 2 つに けられる。 間 営の子育て ンに

ついては、 の 2 市 地 社会 会が

認 している子育て ン 1 施 を とする。な

お、 共が 営する子育て ンは 11 施 である。

研究の

　ま 、 内の子育て ンについて市 地

社会 会に する ン により

把握した。また、 間 営の子育て ンの 営実態

については子育て ン 営者 の ン ー に

より把握した。 ン ー の 要は、１） ：

における子育て ンの活 に関する 、２）

間：2 13 年 11 2 13 年 12 、 ）配

回 の方 ： 配 回 、 ）配 回 の状

況：配 ：1 、回 ： 、回 ：44 、である。

である。 として取り上げた子育て ン 施 に

ついては ン （ ）を実施した。

　 ２ では 間 営の子育て ンの 営実態を

ン ー により する。 では、

ス を活用した子育て ン 施 の や利

、 を ン から整理した上で、１）

内の子育て ンの 営実態、２） 間 営

ス を活用した子育て ンの利 、

等を整理する。

． に る 育 ンの 実態

１ に る 育 ンの

　子育て ンの 営管理者 の ン ー から

内の子育て ンについて、 営主体 用

の２つの指標から を行った １ 。 営主

体に着目すると、市 活 （ 施 ）、

（1 施 ）、地 （ 施 ）、その （１

施 ）となり、市 活 （ 施 ）が多いこ

とが かる。 用 に着目すると、 等活用

（ 施 ）、児童 施 活用 （ 施 ）空き

活用 （ 施 ）となり、 等を活用する が

多い。

の 育 ンの 実態

１ ンを た理

　 体としては、「地域に子育て ンが りない」

（3 ）、「子育て 間が しかった」（3 ）、「子育

て の共有がしたかった」（3 ）が多く られた

（ ２）。 営主体 に ると市 活 では「子

育て 間が しかったから」（ ）、「子育ての

を共有したかったから」（4 ）が多くみられ、現状

では子育て の共有が る子育て ンの整 が

整っていないと ている が多いと考えられる。

では の ンが行 から されている。

１ 育 ンの

育 ンを た理
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ける地 社 によって 営されている子育て ンを
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た、 ら ）は、 岡 市の子育て ンを

として、子育て ンの活 場 に着目して、学

校 や 、コ テ ン ーの を取
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研究の
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認 している子育て ン 1 施 を とする。な

お、 共が 営する子育て ンは 11 施 である。

研究の

　ま 、 内の子育て ンについて市 地

社会 会に する ン により

把握した。また、 間 営の子育て ンの 営実態

については子育て ン 営者 の ン ー に

より把握した。 ン ー の 要は、１） ：

における子育て ンの活 に関する 、２）

間：2 13 年 11 2 13 年 12 、 ）配

回 の方 ： 配 回 、 ）配 回 の状

況：配 ：1 、回 ： 、回 ：44 、である。

である。 として取り上げた子育て ン 施 に

ついては ン （ ）を実施した。

　 ２ では 間 営の子育て ンの 営実態を

ン ー により する。 では、

ス を活用した子育て ン 施 の や利

、 を ン から整理した上で、１）

内の子育て ンの 営実態、２） 間 営

ス を活用した子育て ンの利 、

等を整理する。

． に る 育 ンの 実態

１ に る 育 ンの

　子育て ンの 営管理者 の ン ー から

内の子育て ンについて、 営主体 用

の２つの指標から を行った １ 。 営主

体に着目すると、市 活 （ 施 ）、

（1 施 ）、地 （ 施 ）、その （１

施 ）となり、市 活 （ 施 ）が多いこ

とが かる。 用 に着目すると、 等活用

（ 施 ）、児童 施 活用 （ 施 ）空き

活用 （ 施 ）となり、 等を活用する が

多い。

の 育 ンの 実態

１ ンを た理

　 体としては、「地域に子育て ンが りない」

（3 ）、「子育て 間が しかった」（3 ）、「子育

て の共有がしたかった」（3 ）が多く られた

（ ２）。 営主体 に ると市 活 では「子

育て 間が しかったから」（ ）、「子育ての

を共有したかったから」（4 ）が多くみられ、現状

では子育て の共有が る子育て ンの整 が

整っていないと ている が多いと考えられる。

では の ンが行 から されている。

１ 育 ンの

育 ンを た理

管理 の

　 体では、主 主 の 合が最も高い（ 1 ）（

）。 営主体 に ると市 活 では主

主 が 、地 では 生 と 育士（共

に 42 ）、 では 育士（ ）が多いこと

が である。

　 体では、「 1 2 回 度」の開 が 2 と多

く られる。 営主体 に ると市 活

（ 1 ）、地 （ 1 ）で「 1 2 回 度」

の開 が多く られ、 では「 」（3 ）、

「 」（2 ）が多い 。 用 に

ると 共施 では「 1 2 回 度」（ 4 ）、空き

では「 1 2 回」（ ）、児童 施 で

は「 」（ ）が多く られる。

　開 度の ない ン（「 1 2 回 度」以下

と えた ン）に して開 度の ない理由を

たところ、 体では、 営管理者の い

（2 ）、 営 者の い （2 ）、利用者の

（2 ）が となっている 。 営主体

に ると、市 活 と地 では 営管

理者、 営 者、利用者の が、 では 営

資 （3 ）が となっている。また、場 の

を と げているのは市 活 のみ（1 ）で

あった。

利用 と

　利用 の有 を たところ、「利用 あり」は

32 で られた 。 営主体 に ると地

では利用 を している ンがないのに

し、市 活 では 4 の ンが利用 を

している。  

　 源については、「共 配 」（4 ）、「行

」（34 ）、「社 自 源」（34 ）、「利用

の 」（2 ）が多くみられる。

の利用

　 体では、「 1 」（3 ）と「11 2 」（3 ）

が多く られる 。 用 にみると、空き

活用 ではす ての ンが「1 以下」と回

している。 等活用 では「11 2 」が最

も多く 4 の回 を た。「21 以上」と えた

ンも 1 あり、一度に大 が利用する ン

が多いと考えられる。児童 施 活用 では の

ンが 1 と回 し、「 」も合わ る

と 以上となった。この 、空き 活用 と

児童 施 活用 では 、 等活用 では

大 の利用となる が かった。

育 ン利用 の

の利用

管理 の

育 ンの

育 ンの 理
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． ス を 用 た 育 ンの

実態

１ に

　 ス を活用した子育て ンに着目し

て 営実態を する。 ス の中で、空

き家を活用している として「子育ち 場ド プ

」と「 」を、空き を活用した

として「大 いこにこ 場」を取り上げる（ １、

２）。なお、「 」は、 者が して

いた 大学 市 研究 が

に関わった である。

　 営の として、「大 いこにこ 場」については、

の空き を利用し、開 度は である。

「子育ち 場ド プ 」については、住宅地内の

１ を 用 た 育 ンの に に

家を りており、開 度は である。開

度が高いため、利用者は に ンに れやすい。

また、子育て ンの利用は だが、イ ン に

利用 を取ることで や 持 を する工

を行っている。「 」も「子育ち 場ド

プ 」と 様に住宅地内の 家を りており、開

度は １ である。 児ス ースと 用の ー

を けているため、 は子 から一 的に目を す

ことができ、子 と近い場 で むことができる。

育士を っている関 から、利用 を している。

　 ンを開 した理由について、「大 いこにこ

場」については、近 には 開 している ンが

なかったため、自 たち 主 で 開 の

ンを ったという。「育ち 場ド プ 」では、

市市 地 には多くの子育て が住んでいるた

め、利用者の の一つになれ いと って開
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２）。なお、「 」は、 者が して

いた 大学 市 研究 が

に関わった である。

　 営の として、「大 いこにこ 場」については、

の空き を利用し、開 度は である。

「子育ち 場ド プ 」については、住宅地内の

１ を 用 た 育 ンの に に

家を りており、開 度は である。開

度が高いため、利用者は に ンに れやすい。

また、子育て ンの利用は だが、イ ン に

利用 を取ることで や 持 を する工

を行っている。「 」も「子育ち 場ド

プ 」と 様に住宅地内の 家を りており、開

度は １ である。 児ス ースと 用の ー

を けているため、 は子 から一 的に目を す

ことができ、子 と近い場 で むことができる。

育士を っている関 から、利用 を している。

　 ンを開 した理由について、「大 いこにこ

場」については、近 には 開 している ンが

なかったため、自 たち 主 で 開 の

ンを ったという。「育ち 場ド プ 」では、

市市 地 には多くの子育て が住んでいるた

め、利用者の の一つになれ いと って開

「子育ち 場ド プ 」では、一 すると い住宅

だが、 れてみると子育て 間がたくさんいるという

で落ち着いた空間を りたかったという。また、

に開かれた施 にしたかったため、 などでは

難しかったそうだ。空き家は会 から 価で りてい

る。「 」では、 共施 では一度に

の を りることができないため、 児ス ースと

の ラ スス ースの 方を用 したいという要

を た なかったという。また、 営管理者が

とも子育て中の だったため、子育て ンや

ー で利用する を 回 したり けたり

することや 管場 を することが難しかったこと

から、空き家を りて 用の施 を った。子育てに

関 のある 有者を つけるために や での

活 を行った 、 から り受けた空き家を

って、地域の居間のような場 を って しいと

した。また、 共 営の ンは一度に大 の利用

者が れるため利用するのに が ける がおり、そ

のような が の ー な ンで め

るような施 を りたかったという。「 」

については、子ども目 ではなく の シ に

つながる ンを りたかったそうだ。育児中の

でもある 営管理者が自 たちにとって 要と える

機能をもった施 を りたいという いで子育て

ンを開 したという。

ス の 用に関

　空き を活用した理由について、「大 いこにこ

場」では、 は様 な年 の とのコ ー

ションが育みやすく、 体で子育てが ると

いう考えから 内の空き を活用して子育て

ンを開 した。また、空き には なス ース

もあり、子どもが に る空間を りやすかった。

を 用 た 育 ンの 育
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んでいた 有者に りあうことができたという。

　 内容について、「大 いこにこ 場」では、

イ の や の り えを行っている。また、

には 内の 院から り受けた を施したり、

子どもの を るための ションを や に

する を の の により実施した。「子

育ち 場ド プ 」では、 の一 を 間に

し、 の り えなどを行っている。また、 や 、

階段に 材をつけ、できるだけ子 の を で

きるように工 されている。 には 2 3年

の会 だった子どもたちが ちや りなどに

してくれたという。会 の 材 や大工に んで、

で を行った。「 」では、 者が

する研究 に住宅 の 体 を し、キ ズ

ー と ー の の配慮やイ ン に利

用できるようなキ ズテラスの 成、 や内 など

を 営管理者と学生、 営管理者の らとともに

ドで整 した。また、子どもの を で

きるように、 の えや 下の んでいる の

、 や などに 材を けたり、 明 を地

の 明会社に して 価で行っている。

地 に る

　「大 いこにこ 場」では、 の ー にな

ることや、 内に しい取り みが したとい

う ： ー ン ー スや子ども用の 子を

に いてもらうなど 。この取り みの 上に、

子育て環境にやさしい に していきたいと

営管理者は考えている。「子育ち 場ド プ 」で

は、住宅地内に立地しているため、この施 で成 し

た子どもたちも に れることができ、 とのつな

がりが生まれやすいことから、地域の ワー

りに している。「 」では、地

の 子や などを ン内で することで、地域

の を利用者に めることができ、地域をより っ

てもらうキ になると考えられる。また、近 の

が に ンを れてくれるため、地域の方 と

より く関わることができる。

． 論

１ に る 育 ンに

　 内における 間 営の子育て ン は 共

営の 1 4 する。 営主体については市 活

、活 場 については や 会 が多くみ

　本 は （ 本高 会社）との共 研究の成
である。 ン ー ン にあたっては行
者 地 社会 会 子育て ンの管理者 利用者等の関

に多大なご を いた。ここに記して し上げる。

（１） 「住宅 地 」より。
（２） 考文 １）より。
（ ） 生 が している地域子育て （ 考文 ２））

と である。 とした理由は、 生 が
している施 に らないことや 2 市 地 社会 会
によって が に なっているためである。

（ ） ン の 要（ 、 ン ）は、 「大
いこにこ 場」の 営管理者２ 2 14 年１ 14 、「子

育ち 場ド プ 」の 営管理者２ 2 13 年 12 1 、
「 」の 営管理者 2 13 年 11 2 、

である。

１） 場基記「 における の活 と の状況 地域の
つながりを する 内 の活 」、 行「 」、
1 1 、2 1

２） 生 「地域子育て とは（ 要）」 2 13、
11

2 2
） 子 「地域の 児の子育て 活 に関する研究  

市における子育て ン活 の 」、 本 学会近
研究  系 4 、 33 3 、2

） 子 「地域施 と した子育て ワー の
に関する研究その 1  地域施 を利用した子育て ンの活
実態」、 本 学会研究 3 系 4 、

、2
） 子 「地域施 と した子育て ワー の

に関する研究 その 2  地域社会における子育て
ワー の可能性」、 本 学会研究 3
系 4 、 12、2

られる。 共 営の ンに できない や子育て

の 間や を求めている が 営していることが多

い。開 度については、 い のため、 １

２回 度が多くみられる。行 等と して 的な

活 を行い、 者を やすことで、 営管理者

の い を すことが 要である。

ス を 用 た 育 ンに

　空き を活用した子育て ン は 内で

と ない。 ス を活用することの

として、 続利用の際に家 が必要となるこ

と、 に 間や 、資 が必要になることがあげ

られる。一方で として、 ンに必要な 資

の けや を行う必要がないため、 ない で

管理が行える や本研究で取り上げた のように子

育て ンに理解のある ー ーを つけることがで

きれ 、家 等の を えることができる 、

などで子育て ンを開 するよりも で

ー な活 が行い い 、開 度を高められる

等がある。また、空き家なら ー な ン

を、空き ならまちに開かれた ンを りやすい

という がある。
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